
國學院大學学術情報リポジトリ

選評 鯰絵と板元 : 入選論文

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 石隈, 聡美, Ishiguma, Satomi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000089URL



鯰絵と板元─ 21 ─

鯰
絵
と
板
元

石
隈
聡
美

は
じ
め
に

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
の
江
戸
地
震
直
後
、
鯰
が
地
震
を

起
こ
す
と
い
う
俗
信
に
基
づ
い
て
、
鯰
を
懲
ら
し
め
る
地
震
よ
け
の
神
・

鹿
島
大
明
神
と
要
石
、
被
害
に
あ
い
怒
る
庶
民
、
そ
し
て
復
興
需
要
で
喜

ぶ
職
人
な
ど
が
描
か
れ
た
、「
鯰
な
ま
ず

絵え

」
が
流
行
し
た
。
当
時
錦
絵
の
出
版

の
際
に
は
、
原
稿
で
あ
る
「
版は
ん

下し
た

」
の
段
階
で
、
検
閲
で
あ
る
「
改あ
ら
ため
」

を
受
け
、
そ
の
改
印
を
刻
し
た
ま
ま
摺
出
し
、
販
売
す
る
と
い
う
手
順
を

踏
む
必
要
が
あ
っ
た
が
、
鯰
絵
は
改
め
を
受
け
る
こ
と
な
く
販
売
さ
れ
た

も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
作
者
の
署
名
も
板
元
の
印
も
残
さ
れ
て
い

な
い
。
震
災
後
損
得
二
極
化
し
た
庶
民
の
様
子
を
描
写
す
る
な
ど
、
世
情

風
刺
を
盛
り
込
ん
で
い
た
鯰
絵
は
、
江
戸
の
世
相
に
合
い
、
大
い
に
人
気

を
博
し
た
。
現
在
で
も
二
百
種
以
上
の
図
像
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、

二
ヶ
月
半
を
経
た
十
二
月
半
ば
に
、
三
百
枚
以
上
の
板
木
が
没
収
さ
れ
、

削
り
取
ら
れ
る
と
い
う
強
行
措
置
を
受
け
て
流
行
が
終
了
し
た
記
録
が

残
っ
て
い
る（
１
）。

　

こ
れ
ま
で
執
筆
者
は
、
鯰
絵
が
無
改
め
の
出
版
物
で
あ
る
こ
と
や
、
最

終
的
に
取
り
締
ま
ら
れ
て
板
木
を
削
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
正
体
不
明
の
作

者
、
主
に
絵
師
の
制
作
姿
勢
に
興
味
を
持
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
知

る
手
が
か
り
と
し
て
、
前
年
に
同
じ
く
無
改
め
で
出
版
さ
れ
、
流
行
し
た
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八
代
目
市
川
團
十
郎
の
「
死し
に

絵え

」
や
、
そ
の
死
絵
に
板
木
を
流
用
し
た
と

さ
れ
る
嘉
永
五
年
の
「
役
者
見
立
名
所
絵（
２
）」

の
流
行
と
、
同
六
年
の
一
斉

摘
発
に
注
目
し
て
い
る
。
死
絵
の
中
に
役
者
見
立
名
所
の
板
木
が
流
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
点
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
摘

発
と
関
連
付
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
ま
た
、
鯰
絵
に
お
い
て

も
、
役
者
見
立
名
所
絵
と
構
図
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
調
査
対
象
と
し
て
い
る
作
品
は
、
別
紙
【
表

１
】
と
【
表
２
】
に
ま
と
め
た
と
お
り
で
あ
る
。
役
者
見
立
名
所
絵
の
作

品
群
は
、
改
め
を
受
け
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
作
者
が
明
ら
か

で
あ
り
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
絵
師
や
戯
作
者
に
原

稿
を
依
頼
し
た
、
制
作
者
の
一
員
と
し
て
の
板
元
に
焦
点
を
あ
て
、
み
て

い
く
。
役
者
見
立
絵
で
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
十
六
人
、
鯰
絵
に
関
わ
っ

た
十
一
人
を
中
心
に
、
当
時
の
江
戸
に
お
け
る
板
元
に
つ
い
て
の
情
報
を

整
理
す
る
。
作
例
や
絵
師
・
戯
作
者
と
の
関
係
性
、
住
所
な
ど
か
ら
、
彼

ら
が
幕
末
の
板
元
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
震
災
時
に

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
を
探
る
。
ま
た
、
問
屋
仲
間
制
度
が
廃
止

さ
れ
た
天
保
十
二
年
か
ら
、
再
興
の
嘉
永
四
年
ま
で
の
地
本
問
屋
の
活
動

と
、
以
降
の
筆
禍
史
を
整
理
し
、
幕
末
期
に
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
板
元

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

一　

鯰
絵
の
筆
禍

一
─
一　

時
系
列
整
理

　
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
第
十
五
巻
で
は
、
安
政
江
戸
地
震
に
関
す
る
記

録
、
そ
し
て
そ
の

当
時
広
ま
っ
た
摺

物
に
関
し
て
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
笠
亭
仙
果
の

『
な
ゐ
の
日
並
』

で
も
、
摺
物
が
流

行
し
た
様
子
が
描

写
さ
れ
て
い
る（
３
）。

そ
れ
ら
で
は
「
鯰

絵
」
と
い
う
言
葉

は
使
わ
れ
て
い
な

い
が
、「
か
し
ま

の
御
神
像
を
あ
ま

た
の
人
拝
す
る

絵
」、「
く
さ
〴
〵

図１　鯰絵 155「要石補助力にてあたうちの図（鯰に御札を貼る
要石）」1855 年　国立国会図書館所蔵
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の
人
ど
も
大
な
ま
づ
を
せ
め
な
や
ま
す
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
現

存
の
鯰
絵
の
［
図
１
］、［
図
２
］
な
ど
か
ら
判
断
し
て
も
、
そ
れ
が
鯰
絵

を
含
む
、
地
震
に
関
す
る
錦
絵
の
事
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。『
藤
岡
屋
日
記
』
は
、
江
戸
の
書
肆
藤
岡
由
蔵
が
文
化
元
年
か
ら
慶

応
四
年
ま
で
の
六
十

五
年
間
記
し
た
日
記

で
、
公
私
の
事
件
の

聞
き
書
き
や
か
わ
ら

版
の
書
写
、
巷
談
街

説
の
聞
き
書
き
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
日

記
中
に
、
錦
絵
や
書

物
の
取
り
締
ま
り
に

関
す
る
記
述
は
多
く

例
が
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
、
鯰
絵
ほ
ど
つ

ぶ
さ
に
記
録
が
残
さ

れ
た
例
は
少
な
い
。

『
な
ゐ
の
日
並
』
と

を
併
せ
て
、
江
戸
地

震
後
の
鯰
絵
の
出
現
と
そ
の
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
時
系
列
整
理
を
行

う
。

・
十
月
二
日　
　
　

地
震
発
生
。

・
十
月
四
日　
　
　

地
震
や
火
災
に
関
す
る
摺
物
が
出
回
り
始
め
る
。
品

川
屋
久
助
が
色
付
き
の
摺
物
を
売
っ
た
と
こ
ろ
摺
り

が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
売
れ
た
。
両
国
屋
庄
吉
の
摺

物
も
大
評
判
。
行
事
に
出
版
許
可
を
貰
お
う
と
板
元

が
鯰
絵
な
ど
を
見
せ
た
。
し
か
し
行
事
は
そ
れ
に
反

し
て
、
没
収
を
命
じ
る
。

・
十
一
月
一
日　
　

二
十
一
人
の
板
元
、
板
木
摺
職
の
者
が
嘆
願
書
を
作

成
。

・
十
一
月
二
日　
　

嘆
願
書
を
行
事
に
提
出
す
る
も
、
結
果
、
名
主
に
は

提
出
さ
れ
ず
。
六
十
九
枚
の
板
木
と
摺
物
が
、
行
事

の
蔦
屋
吉
蔵
に
差
し
出
さ
れ
る
。

・
十
一
月
三
日　
　

新
た
に
摺
物
が
売
り
出
さ
れ
る

・
十
一
月
九
日　
　

売
買
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
。

・
十
一
月
十
日　
　

行
事
が
絵
草
紙
小
売
を
廻
り
、「
在
庫
は
す
べ
て
差

し
出
し
、
今
後
は
改
印
の
無
い
品
物
は
扱
わ
な
い
」

と
の
誓
約
書
に
連
印
さ
せ
る
。

図２　鯰絵 61「鯰退治」1855 年　国立国会図書館所蔵
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・
十
一
月
十
六
日　

行
事
が
地
本
問
屋
を
集
め
、
誓
約
書
に
連
印
さ
せ
、

翌
十
七
日
に
提
出
。

・
十
二
月
四
日　
　

見
廻
り
同
心
が
、
出
版
を
続
け
る
者
が
い
て
、
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
と
摘
発
。
同
心
が
手
分
け
し

て
見
廻
り
、
九
人
の
絵
草
紙
屋
を
逮
捕
。
九
人
は
取

り
調
べ
を
受
け
た
。

・
十
二
月
六
日　
　

地
本
問
屋
や
家
主
、
五
人
組
か
ら
、
九
人
を
解
放
す

る
よ
う
嘆
願
書
が
出
さ
れ
る
。
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
と
い
う
条
件
で
釈
放
さ
れ
る
。

・
十
二
月
十
日　
　

絵
草
紙
屋
百
四
十
五
人
が
、
改
印
の
な
い
品
物
を
売

買
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
に
印
を
捺
し
、
提
出
。

・
十
二
月
十
三
日
か
ら
十
四
日　

板
元
八
十
七
人
か
ら
、
板
木
と
摺
溜
め

三
百
二
十
八
点
、
車
四
台
分
が
没
収
さ
れ
る
。
名
主

立
合
い
の
も
と
、
板
木
が
削
り
取
ら
れ
、
摺
物
も
破

棄
さ
れ
た
。

　

十
一
月
二
日
に
嘆
願
書
を
出
し
た
二
十
一
人
の
板
元
は
、
お
そ
ら
く
早

い
時
期
か
ら
鯰
絵
出
版
に
携
わ
っ
て
い
た
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
名
前

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
最
終
的
に
処
罰
さ
れ
た
八
十
七
人

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
逮
捕
さ
れ
た
九
人
の
名
は
明
記
さ
れ
て

い
る
。
上
州
屋
金
蔵
、
湊
屋
小
兵
衛
、
越
後
屋
鉄
次
郎
、
山
本
屋
平
吉
、

万
屋
吉
兵
衛
、
遠
州
屋
彦
兵
衛
、
清
水
屋
常
次
郎
、
西
村
屋
与
八
、
丸
屋

甚
八
で
あ
る
。
ま
た
冒
頭
に
名
前
の
で
た
、
品
川
屋
久
助
と
両
国
屋
庄
吉

と
い
う
人
物
も
、
摺
り
、
販
売
す
る
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
、
鯰
絵
に
関
わ
っ
た
品
川
屋
久
助
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
先
行

研
究
が
あ
る
。

　
一
─
二　

品
川
屋
久
助
に
見
る
鯰
絵
制
作
者
像

　

今
田
洋
三
氏
は
『
鯰
絵　

震
災
と
日
本
文
化
』
に
お
い
て
、
品
川
屋
久

助
を
以
下
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
と
し
て
い
る（
４
）。

・
当
時
の
絵
草
紙
問
屋
や
板
木
屋
仲
間
の
名
簿
に
名
前
が
な
い
こ
と

か
ら
板
木
摺
職
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。

・
嘉
永
三
年
に
、
他
の
板
元
が
出
し
て
人
気
が
あ
っ
た
「
琉
球
人
行

列
番
付
」
に
類
似
し
た
も
の
を
出
版
し
、
安
価
で
売
っ
た
。

・
嘉
永
四
年
に
、
他
の
板
元
が
出
し
、
発
禁
に
な
っ
た
「
大
蜘
蛛
百

鬼
夜
行
絵
之
番
付
」
の
重
版
を
品
川
屋
久
助
が
出
版
し
た
。

・
嘉
永
五
年
に
、
中
村
歌
右
衛
門
の
死
絵
が
流
行
し
、
品
川
屋
久
助

も
出
し
、
い
ず
れ
も
没
収
さ
れ
た
。

・
嘉
永
六
年
に
、
他
の
板
元
が
出
し
た
本
『
江
戸
砂
子
細
撰
記
』
の



鯰絵と板元─ 25 ─

重
版
を
出
し
、
家
主
預
け
の
処
分
を
受
け
た
。

　

当
時
重
罪
で
あ
っ
た
類
板
や
重
板
を
犯
し
た
り
、
そ
れ
を
安
価
で
売
り

さ
ば
い
た
り
す
る
な
ど
、
掟
破
り
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
、
鯰
絵
作
者
と
し
て
明
ら
か
で
あ
る
仮
名
垣
魯
文
の
伝
記
に

は
、
嘉
永
四
、
五
年
頃
、
ま
だ
駆
け
出
し
で
あ
っ
た
魯
文
の
才
能
を
、
品

川
屋
久
助
が
買
い
、
仕
事
を
依
頼
、
そ
し
て
嘉
永
六
年
に
そ
れ
ら
の
売
り

上
げ
で
、
虎
屋
倉
吉
と
と
も
に
魯
文
に
家
を
買
い
与
え
た
と
い
う
記
述
が

あ
る（
５
）。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
考
え
る
と
、
正
式
に
問
屋
株
を
持
つ
「
板

元
」
と
い
う
立
場
で
は
な
い
、
自
ら
摺
り
も
行
う
「
摺
職
」
の
者
な
ど
が

鯰
絵
制
作
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
魯
文
と
懇
意

で
あ
っ
た
虎
屋
倉
吉
が
か
わ
ら
版
師
で
あ
る
こ
と
や
、
十
一
月
一
日
に
摺

職
の
者
が
嘆
願
書
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
濃
厚
で
あ
る
。

　

二　

嘉
永
四
年
か
ら
安
政
二
年
に
か
け
て
の
筆
禍
と
板
元

　

鯰
絵
に
は
、［
図
３
］
と
［
図
４
］
の
よ
う
に
、
地
震
以
前
に
三
代
歌

川
豊
国
（
初
代
国
貞
。
弘
化
元
年
（1844

）
に
は
豊
国
を
襲
名
。
号
は
五

渡
亭
・
一
陽
斎
な
ど
。）
が
描
い
た
役
者
絵
に
構
図
が
似
た
も
の
が
多
く

あ
る
。
地
震
の
前
年
の
嘉
永
七
年
八
月
六
日
に
自
死
し
た
八
代
目
團
十
郎

の
死
絵
と
鯰
絵
と
は
、
無
改
め
出
版
で
あ
る
こ
と
や
、
短
期
間
に
二
百
枚

枚
近
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
共
通
点
が
あ
り
、
関
係
性
に
注
目
し
て

い
る
。
八
代
目
の
死
絵
の
中
に
は
、
役
者
絵
の
板
木
を
そ
の
ま
ま
流
用
し

図３　五渡亭国貞画「荒獅子男
之助　市川團十郎　仁木弾正　
市川海老蔵」1833 年　早稲
田大学演劇博物館所蔵

図４　鯰絵 157「名石千歳刎　男
之助せりふ」1855 年　国立国
会図書館所蔵
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た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
構
図
が
酷
似
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。［
図
５
］
と
［
図
６
］、［
図
７
］
と
［
図
８
］
の
よ
う
に
、
役
者
見

立
名
所
絵
と
は
二
点
が
同
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
十
九
点
に
没
日
以
前
の

改
印
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
役
者
絵
と
し
て
出
版
し
て
い
た
者
の
板

木
の
背
景
を
削
り
取
り
、
色
数
を
減
ら
し
て
摺
り
、
死
絵
に
応
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
役
者
見
立
名
所
絵
が
元
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
死
絵
は
二

図５　三代歌川豊国画「東都高
名会席尽」「清水清玄」1852
年 11 月　藤岡屋慶次郎板　
改印「子十一、米良、渡辺」
早稲田演劇博物館所蔵

図６　三代歌川豊国画　八代目
團十郎死絵「清水清玄」1854
年か　　藤岡屋慶次郎板　改
印「子十一、米良、渡辺」早
稲田演劇博物館所蔵

図７　三代歌川豊国画「東海道
池鯉鮒鳴海間　有松　伴左衛
門」1852 年 10 月　玉屋惣助
板　改印「子十、村松、福島」　
早稲田大学演劇博物館所蔵

図８　三代歌川豊国画　八代目
團十郎死絵　「嘉永七寅年八月
六日　猿白院成清日田信士　八
代目市川団十郎　行年三十二才　
大阪天王寺村一心寺ニ葬　江戸
菩提寺芝塔中あかん堂」改印
「子十、村松、福島」　1854 年
か　早稲田大学演劇博物館所蔵
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点
で
あ
る
が
、
嘉
永
六
年
二
月
二
十
五
日
に
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
発
禁

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
同
時
に
摘
発
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
国
芳

作
の
役
者
見
立
絵
［
図
９
］
の
構
図
が
鯰
絵
［
図
10
］
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
役
者
見
立
名
所
絵
に
注
目
し
、
嘉
永
六
年
の
取
り
締
ま
り

の
実
態
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　
二
─
一　

嘉
永
5
年
の
役
者
見
立
名
所
絵
の
流
行

　

三
代
豊
国
は
、
文
政
頃
か
ら
東
海
道
を
主
題
と
し
た
揃
い
物
を
制
作
し

て
い
た
が
、
嘉
永
五
年
閏
二
月
か
ら
嘉
永
六
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
を
皮
切
り
と
し
て
、
役
者
と
名
所
を
組

み
合
わ
せ
て
描
く
役
者
見
立
名
所
絵
を
大
量
に
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
数
四
百
図
弱
で
あ
る
。
中
で
も
、
前
述
の
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十

三
駅
」
は
、
当
初
の
五
十
六
図
で
終
わ
ら
ず
、
第
二
期
、
そ
し
て
「
間
の

宿
」
と
三
シ
リ
ー
ズ
に
百
四
十
一
図
に
及
ぶ
人
気
で
あ
っ
た
。
派
生
作
品

と
し
て
、［
図
11
］
の
よ
う
な
双
六
も
多
数
手
掛
け
て
い
る
。
並
行
し

て
、
国
芳
も
役
者
見
立
名
所
絵
を
描
い
て
お
り
、【
表
２
】
の
（
一
）
を

み
て
も
、
流
行
し
、
約
一
年
間
の
間
に
集
中
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
は
総
数
が
多
い
の
も
あ
り
、
一
シ
リ
ー
ズ
を
四
つ
以
上
の

板
元
で
分
担
し
て
い
る
例
が
多
い
。
例
え
ば
、
前
述
の
「
役
者
見
立
東
海

道
五
十
三
駅
」
で
は
、
第
一
期
が
辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋

政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
の
四
人
、
第
二
期
が
辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼

吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
蔦
谷
吉
蔵
の
五
人
、「
間
の
宿
」

シ
リ
ー
ズ
が
辻
岡
屋
文
助
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
蔦
屋
吉

図９　歌川国芳画「木曾六十九
次の内　桶川　玉屋新兵衛　
小女郎」住吉屋政五郎板　改
印「子六」　1852 年 5 年 6 月　
ボストン美術館所蔵

図 10　鯰絵 158「玉屋地新兵衛
桶伏の段　火夜苦の門並」　
1855 年　都立図書館所蔵
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蔵
、
高
田
屋
竹
蔵
、
上
総
屋
岩
蔵
、
小
林
泰
治
郎
、
玉
屋
惣
助
、
清
水
屋

直
次
郎
と
九
人
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
派
生
作
品
の
双
六
「
五
十

三
駅
看
立
双
六
」（
嘉
永
五
年
八
月
）
で
は
、
錦
昇
堂
笑
寿
屋
庄
七
が
版

元
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
役
者
見
立
名
所
絵
が
大

変
人
気
で
あ
り
、
三
代
豊
国
・
国
芳
が
精
力
的
に
制
作
を
し
て
い
た
こ

と
、
こ
の
時
期
多
く
の
板
元
を
相
手
に
し
て
い
た
こ
と
、
派
生
作
品
を
出

す
際
に
は
、
元
の
作
品
の
板
元
と
は
異
な
る
板
元
か
ら
出
す
場
合
も
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
読
み
取
れ
る
。
松
村
倫
子
氏
は
、
三
代
豊
国
や
二
代
国
貞

の
描
い
た
、
錦
絵
の
双
六
化
作
品
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
双

六
に
さ
れ
た
の
は
、
人
気
が
あ
っ
た
か
ら
そ
の
勢
い
に
乗
っ
た
、
ま
た
元

の
シ
リ
ー
ズ
の
宣
伝
の
機
能
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る（
６
）。
錦

絵
出
版
に
お
い
て
は
、
人
気
の
あ
る
う
ち
に
畳
み
か
け
る
よ
う
に
出
版
す

る
、
ま
た
双
六
の
よ
う
に
同
じ
図
様
を
違
う
サ
イ
ズ
で
作
り
直
す
こ
と
も

い
と
わ
な
い
、
と
い
う
作
者
の
制
作
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。

　
二
─
二　

嘉
永
六
年
二
月
二
十
五
日
の
取
り
締
ま
り

　

役
者
見
立
名
所
絵
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
は
、

『
藤
岡
屋
日
記
』
の
み
で
あ
る（
７
）。

『
藤
岡
屋
日
記
』
嘉
永
六
年
（
第
五
巻
）

○
二
月
廿
五
日
、
晴
天

　

昼
過
よ
り
南
風
出
、
曇
り
、
大
南
風
ニ
成
、
夜
ニ
入
益
々
大
風

烈
、
四
ッ
時
拍
子
木
廻
候
也

浅
草
地
内
雷
神
門
内
左
り
角　

錦
絵
板
元　

と
ん
だ
り
や
羽
根
助

今
日
売
出
し
に
て
、
鬼
神
お
松
、
石
川
五
右
衛
門
・
児
来
也
、
三
人

の
賊
を
画
、
三
幅
対
と
題
号
し
、
三
板
（
枚
）
続
ニ
て
金
入
ニ
致

図 11　一陽斎豊国画「五十三駅看立双六」・錦昇堂笑寿
屋庄七版　1852 年 8 月　75cm × 73cm　東京学芸大
学附属図書館双六コレクション
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し
、
代
料
壱
匁
五
分
ヅ
ゝ
に
て
四
匁
五
分
ニ
て
売
出
し
候
処
、
大
評

判
に
て
、
懸
り
名
主
福
島
三
郎
右
衛
門
よ
り
察
斗
ニ
而
、
廿
八
日
ニ

板
木
取
上
ゲ
也
。

　
　
　
　

 

三
賊
で
唯
取
様
に
思
ひ
し
が　

飛
ん
だ
り
や
で
も
羽
根
が

も
げ
助

　

 

右
羽
根
助
ハ
板
摺
の
職
人
ニ
而
、
名
前
計
出
し
、
実
の
板
元
は
三

軒
有
之
。

 

浅
草
並
木
町　

湊
屋
小
兵
衛　
　
　

 

長
谷
川
町
新
道　

住
吉
屋
政
五
郎　

 

日
本
橋
品
川
町　

魚
屋
金
治
郎　
　

　

右
三
人
、
三
月
廿
日
手
鎖
也

一　

東
海
道
五
十
三
次
、
同
合
之
宿
、
木
曾
街
道
、
役
者
三
十
六
哥

仙
、
同
十
二
支
、
同
十
二
ヶ
月
、
同
江
戸
名
所
、
同
東
都
会
席
図

会
、
其
外
右
之
類
都
合
八
十
両
（
枚
カ
）
是
も
同
時
ニ
御
手
入
ニ
相

成
候
。

　

右
絵
を
大
奉
書
へ
極
上
摺
ニ
致
し
、
極
上
品
ニ
而
、
価
壱
枚
ニ
付

銀
二
匁
、
中
品
壱
匁
五
分
、
並
壱
匁
宛
ニ
売
出
し
大
評
判
ニ
付
、
掛

り
名
主
村
松
源
六
よ
り
右
之
板
元
十
六
人
計
、
板
木
を
取
上
ゲ
ら

れ
、
於
本
町
亀
の
尾
ニ
、
絵
双
紙
掛
名
主
立
会
ニ
て
、
右
板
木
を
削

り
摺
絵
も
取
上
ゲ
裁
切
候
よ
し
。

　
　
　

東
海
で
召
連
者
に
出
逢
し
が　

皆
幽
霊
で
き
へ
て
行
け
り

　
　

 

右
之
如
く
人
気
悪
し
く
、
奢
り
増
長
贅
沢
致
し
候
、
当
時
の
風

俗
ニ
移
り
候
、
是
を
著
述
。

　

前
半
は
、
三
枚
続
き
の
役
者
絵
に
つ
い
て
で
あ
り
、
役
者
見
立
名
所
絵

に
関
し
て
は
、
後
半
に
記
述
が
あ
る
。
取
り
締
ま
ら
れ
た
理
由
は
豪
華
版

を
作
っ
て
売
っ
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天
保
の
改
革
に
よ
り
、

大
判
錦
絵
は
、
一
枚
十
八
文
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
江
戸
後
期
の

大
判
錦
絵
の
相
場
は
三
十
文
前
後
で
あ
っ
た
。
銀
は
一
匁
が
約
百
文
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
価
格
一
匁
五
分
は
、
百
五
十
文
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
高
額
で
も
、「
大
評
判
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
三
幅
対
」
は
、【
表

１
】
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
三
代
豊
国
画
の
「
雪
・
石
川
五
右
衛
門
・
市

川
小
団
次
」「
月
・
児
来
也
・
市
川
団
十
郎
」「
花
・
鬼
神
於
松
・
板
東
し

う
か
」
を
指
し
て
お
り
、
嘉
永
五
年
十
一
月
に
改
め
を
受
け
た
作
品
で
あ

る
は
ず
だ
が
、
そ
の
一
年
後
の
嘉
永
六
年
に
豪
華
版
が
出
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
に
つ
い
て
も
、
初
版
か
ら
一
年

後
に
豪
華
摺
り
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。「
東
海
道
五
十
三
次
、
同
合
之

宿
、
木
曾
街
道
、
役
者
三
十
六
哥
仙
、
同
十
二
支
、
同
十
二
ヶ
月
、
同
江

戸
名
所
、
同
東
都
会
席
図
会
」
は
、【
表
２
】
の
（
一
）
で
示
し
た
作
品

群
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
全
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
す
る
と
、
約
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五
百
四
十
七
図
と
そ
の
板
木
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
な

る
。
日
記
中
で
は
、
取
り
締
ま
ら
れ
た
板
元
十
六
名
の
名
前
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、【
表
２
】
の
板
元
欄
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
辻
岡
屋
文

助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
蔦
屋
吉
蔵
、
高
田

屋
竹
蔵
、
上
総
屋
岩
蔵
、
小
林
泰
治
郎
、
玉
屋
惣
助
、
清
水
屋
直
次
郎
、

湊
屋
小
兵
衛
、
林
屋
庄
五
郎
、
加
賀
屋
安
兵
衛
、
辻
屋
安
兵
衛
、
角
本
屋

金
次
郎
、
藤
岡
屋
慶
次
郎
で
あ
ろ
う
。

　
二
─
三　

死
絵
の
取
り
締
ま
り
と
八
代
目
團
十
郎

　

死
絵
は
、
八
代
目
團
十
郎
の
死
後
に
二
百
枚
近
く
出
版
さ
れ
た
の
が
最

大
の
流
行
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
取
り
締
ま
っ
た
と
い
う
記
録
は
見

か
け
な
い
。
追
悼
出
版
物
で
あ
る
か
ら
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の

か
と
推
測
し
た
が
、
嘉
永
五
年
二
月
十
七
日
に
四
代
目
中
村
歌
右
衛
門
が

死
去
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た
死
絵
や
、
安
政
二
年
三
月
六
日
に
死
去
し
た

初
代
坂
東
し
う
か
の
死
絵
に
関
し
て
は
、
没
収
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
八
代
目
の
際
に
も
な
ん
ら
か
の
動
き
は
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
鯰
絵
や
役
者
見
立
名
所
絵
の
筆
禍
に
関
し
て
詳
細
な
記
述

を
残
し
て
き
た
『
藤
岡
屋
日
記
』
に
は
、
八
代
目
團
十
郎
自
死
の
速
報
や

死
絵
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
い
。『
歌
舞
伎
年
表
』、『
歌
舞
妓
年
代

記
』、『
芝
居
秘
伝
集
』
で
は
、「
此
の
と
き
江
戸
中
大
評
判
に
て
、
何
処

へ
行
き
て
も
此
の
話
計
り
な
り
し
が
、
果
し
て
町
々
の
錦
絵
店
、
三
升
の

死
絵
の
み
に
て
他
の
書
な
し
、
古
今
稀
な
る
人
気
と
驚
き
た
り
し
」
や
、

「
一
枚
絵
草
双
紙
三
百
餘
通
出
で
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
八
代
目
の
顔
を
描
い
た
羽
子
板
や
団
扇
、
團
十
郎
に
ち
な
ん
だ
紋

様
の
着
物
な
ど
が
売
れ
な
く
な
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る
の
で
、
そ
の
損
失

を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
団
扇
屋
が
死
絵
に
関
与
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

八
代
目
の
死
絵
に
関
し
て
は
、
豊
国
や
国
芳
の
落
款
の
あ
る
も
の
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
豊
国
と
国
芳
が
関
与
し
た
こ
と
が
言
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
改
印
順
に
並
べ
た
【
表
２
】
の
（
二
）
を
見
る
と
、

豊
国
や
国
芳
の
落
款
の
あ
る
死
絵
は
、
八
代
目
自
死
の
八
月
以
前
に
改
め

を
受
け
た
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
は
、

絵
師
が
意
志
を
持
っ
て
死
絵
に
携
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
板
元
が
勝
手

図 12　三代歌川豊国画「東海
道五十三次の内　戸塚　早野
勘平」辻岡屋文助板　改印
「子三」　1852 年 3 月　早稲
田大学演劇博物館所蔵
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に
、
も
し
く
は
許
可
を
取
っ
て
、
既
存
の
役
者
絵
の
板
木
を
死
絵
と
し
て

摺
り
直
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
元
の
役
者
絵
［
図
７
］
と

死
絵
［
図
８
］
を
見
比
べ
る
と
、
豊
国
の
落
款
や
改
印
な
ど
は
そ
の
ま
ま

残
し
な
が
ら
、
板
元
印
が
除
か
れ
て
い
る
例
が
数
点
見
ら
れ
る
。
板
元
が

処
罰
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
自
身
の
名
前
を
削
ら
せ
た
と
も
捉
え

ら
れ
る
し
、
豊
国
の
落
款
を
残
す
こ
と
は
、
豊
国
画
で
あ
る
こ
と
に
ブ
ラ

ン
ド
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
豊
国
の
落
款
の
あ

る
死
絵
の
中
で
も
、
八
代
目
没
後
の
九
月
の
改
印
を
持
つ
［
図
13
］
を
見

る
と
、
色
数
が
多
く
、
画
中
で
八
代
目
の
描
か
れ
た
掛
軸
の
紙
部
分
に

は
、
布
目
摺
り
で
凹
凸
を
、
着
物
も
キ
メ
出
し
で
柄
を
表
現
、
花
は
輪
郭

線
を
と
ら
ず
、
白
と
黄
色
で
質
感
を
表
現
す
る
な
ど
、
技
巧
上
の
工
夫
が

見
ら
れ
る
。［
図
６
］
や
［
図
８
］
が
、
背
景
を
削
り
色
数
を
減
ら
し

て
、
青
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
簡
素
化
さ
れ
て
寂
し
い
印
象
で
あ
る
の
に
対

し
、［
図
13
］
は
錦
絵
と
し
て
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
豊
国
の
絵
師
と
し
て
完
成
度
を
追
究
す

る
意
志
や
、
板
木
を
流
用
さ
れ
た
死
絵
と
の
差
別
化
の
意
図
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
仮
に
、
元
の
役
者
絵
と
流
用
し
た
死
絵
の
板
元
が

同
じ
で
あ
る
と
す
る
と
、
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
以
下
の
通
り
に

な
る
。
藤
岡
屋
慶
次
郎
、
海
老
屋
林
之
助
、
林
屋
庄
五
郎
、
三
田
屋
喜

八
、
木
屋
宗
二
郎
、
山
本
屋
平
吉
、
高
野
屋
友
右
衛
門
、
辻
岡
屋
文
助
、

加
賀
屋
吉
右
衛
門
、
伊
場
屋
仙
三
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
山
崎
屋
清
七
、
恵

比
寿
屋
庄
七
、
伊
勢
屋
兼
吉
。
こ
れ
ら
の
名
前
に
は
、
役
者
見
立
名
所
絵

や
鯰
絵
に
関
わ
っ
た
板
元
と
重
複
す
る
も
の
も
見
え
て
お
り
、【
表
３
】

に
整
理
し
た
。

　

図 13　三代歌川豊国画八代目團十郎死絵　1854 年 9 月　
早稲田大学演劇博物館所蔵
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三　

江
戸
後
期
に
お
け
る
板
元
の
活
動

　

こ
こ
ま
で
「
板
元
」
と
の
呼
称
で
扱
っ
て
き
た
が
、
当
時
の
本
屋
は
、

儒
学
書
、
国
書
、
仏
教
関
係
書
、
医
学
書
な
ど
を
扱
う
「
書
物
問
屋
」

と
、
草
双
紙
、
絵
双
紙
、
洒
落
本
、
錦
絵
、
浮
世
絵
、
長
唄
本
な
ど
を
扱

う
「
地じ

本ほ
ん

問ど
い

屋や

」
に
分
類
さ
れ
、
錦
絵
、
死
絵
、
鯰
絵
は
、
地
本
問
屋
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
─
一　

天
保
の
改
革
に
よ
る
仲
間
解
散
と
嘉
永
四
年
の
再
興

　

天
保
十
二
年
十
二
月
十
三
日
、
す
べ
て
の
問
屋
組
合
の
廃
止
が
命
じ
ら

れ
、
本
屋
の
問
屋
仲
間
も
解
散
し
た
。
仲
間
組
合
が
株
仲
間
で
営
業
独
占

す
る
こ
と
で
、
物
価
が
高
騰
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
物
価
引
下

げ
、
庶
民
生
活
安
定
の
名
目
で
仲
間
を
廃
止
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
十
年
後
に
は
再
興
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
錦
絵
に
関
す
る
制

限
を
厳
し
く
す
る
あ
ま
り
、
流
通
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
、
結
局

生
活
も
安
定
せ
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
仲
間
組
合
で
自
治
を
さ
せ
よ
う
と
の
考

え
で
あ
っ
た
。
十
年
の
間
に
板
元
と
し
て
活
動
す
る
者
が
増
え
て
い
た
た

め
、
従
来
の
仲
間
加
入
者
を
「
本も
と

組ぐ
み

」
と
し
、
新
た
に
開
業
し
た
も
の
を

「
仮
組
」
と
し
た
。
取
り
締
ま
り
当
番
な
ど
月
行
事
の
役
職
は
本
組
か
ら

選
ば
れ
て
い
た
。
嘉
永
五
年
の
「
市
中
取
締
類
集
」
に
は
仮
組
の
板
元

が
、
重
版
な
ど
ル
ー
ル
違
反
や
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
と
の
報
告
が
な
さ
れ

て
お
り
、
本
組
と
仮
組
の
扱
い
の
格
差
や
、
仮
組
の
貪
欲
な
商
売
意
欲
が

感
じ
取
れ
る
。
地
本
問
屋
数
は
、
嘉
永
七
年
と
安
政
二
年
に
関
し
て
正
確

な
数
の
デ
ー
タ
が
な
い
が
、
直
前
の
三
年
間
で
は
以
下
の
通
り
に
な
る（
８
）。

・
嘉
永
四
年
再
興
時　

百
五
十
四
名　

う
ち
、
本
組
二
十
九
名
、
仮
組
百

二
十
五
名

・
嘉
永
五
年　

百
五
十
四
名　

同

・
嘉
永
六
年　

百
四
十
七
名　

う
ち
、
本
組
二
十
九
名
、
仮
組
百
十
八
名

　

数
字
上
で
は
変
化
の
無
い
本
組
も
、
人
員
が
変
化
し
て
い
る
。

　
三
─
二　

鯰
絵
に
関
与
し
た
板
元
の
立
場

　

こ
こ
で
ふ
た
た
び
鯰
絵
の
筆
禍
に
つ
い
て
【
表
３
】
を
見
る
と
、
逮
捕

さ
れ
た
九
人
の
内
に
、
本
組
か
ら
上
州
屋
金
蔵
、
山
本
屋
平
吉
、
万
屋
吉

兵
衛
、
丸
屋
甚
八
、
西
村
屋
与
八
の
五
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
し
か
も

上
州
屋
金
蔵
、
山
本
屋
平
吉
は
地
本
問
屋
世
話
役
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば

取
り
締
ま
る
側
で
あ
る
べ
き
立
場
で
あ
る
。
遡
っ
て
み
る
と
、
死
絵
に
関

し
て
も
、
仮
組
地
本
問
屋
の
関
与
も
多
い
が
、
本
組
か
ら
辻
岡
屋
文
助
や

山
本
屋
平
吉
が
関
与
し
て
い
る
。
品
川
屋
久
助
や
両
国
屋
庄
吉
は
今
一
つ
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素
性
が
わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

三
─
三　

笠
亭
仙
果
の
記
述
に
よ
る
震
災
後
の
状
況
、仮
名
垣
魯
文
と
板
元

　

鯰
絵
に
関
与
す
る
に
は
、
震
災
時
無
事
で
あ
っ
た
必
要
性
が
あ
る
。
戯

作
者
の
笠
亭
仙
果
は
、
地
震
か
ら
三
日
後
に
恵
比
寿
屋
庄
七
、
蔦
屋
吉

蔵
、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
佐
野
屋
喜
兵
衛
な
ど
有
力
問
屋
を
回
っ
た
記
録
を

残
し
て
い
る（
９
）。

和
泉
屋
市
兵
衛
宅
の
被
害
が
激
し
く
、
仕
事
ど
こ
ろ
で
は

な
い
こ
と
や
、
品
川
屋
久
助
の
元
を
訪
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
笠
亭

仙
果
の
訪
問
は
、
見
舞
い
や
状
況
確
認
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
江
戸
中
を

歩
き
回
っ
て
集
め
た
情
報
を
基
に
、
原
稿
を
作
成
し
、
売
っ
て
く
れ
る
書

肆
を
探
す
た
め
で
も
あ
っ
た
。

　

仮
名
垣
魯
文
は
、
自
ら
鯰
絵
関
与
を
認
め
て
い
る
戯
作
者
で
あ
り
、
絵

師
で
あ
る
河
鍋
暁
斎
と
と
も
に
制
作
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
伝
記
で

は
、
三
代
豊
国
の
関
与
に
も
触
れ
て
い
る
。
地
震
の
翌
日
に
書
肆
が
注
文

に
来
た
と
の
記
述
か
ら
、
魯
文
の
安
政
2
年
当
時
の
住
所
、
湯
島
妻
恋
町

（
現
文
京
区
湯
島
一
─
三
丁
目
）
と
の
距
離
が
近
い
板
元
や
、
地
震
前
に

依
頼
の
多
か
っ
た
虎
屋
倉
吉
、
品
川
屋
久
助
、
糸
屋
庄
兵
衛
、
森
屋
治
兵

衛
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

鯰
絵
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
板
元
を
、
嘉
永
四
年
か
ら
の
筆
禍
に

関
わ
っ
た
板
元
を
手
掛
か
り
に
、
整
理
し
て
み
て
き
た
。
八
代
目
團
十
郎

の
死
絵
に
、
既
存
の
役
者
絵
や
役
者
見
立
名
所
絵
と
構
図
を
同
じ
く
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
嘉
永
六
年
の
取
り
締
ま
り
と

結
び
付
け
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
筆
禍
の
流
れ
の
中
に
役

者
見
立
名
所
絵
の
流
行
を
お
き
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、

総
数
約
五
百
四
十
七
図
に
及
ぶ
こ
と
を
再
確
認
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
鯰
絵
の
取
り
締
ま
り
の
際
の
よ
う
に
、
板
木

の
枚
数
や
、
二
日
掛
け
て
「
車
四
台
分
」
集
め
た
記
録
な
ど
は
残
っ
て
お

ら
ず
、
完
全
に
こ
れ
ら
の
板
木
を
没
収
し
た
か
は
疑
問
に
感
じ
る
。
没
収

を
免
れ
た
板
木
が
、
死
絵
に
流
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
出
版
禁
止
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
利
益
を
取
り
返
す

べ
く
、
板
元
が
同
様
の
趣
向
で
鯰
絵
な
ど
を
制
作
さ
せ
た
可
能
性
も
あ

る
。

　

死
絵
に
お
け
る
板
木
の
流
用
も
、
同
構
図
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
こ
れ

ま
で
確
固
た
る
証
拠
が
な
か
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
も
、
明
確
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
絵
師
の
落
款
、
改
印
、
板
元
印
の
有
無
を
再
確

認
し
た
こ
と
で
、
板
元
印
の
み
削
り
取
り
、
落
款
や
改
印
を
残
し
て
摺
り
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直
し
た
例
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
板
元
が
意
図
を
持
っ
て
行
っ
た
可
能

性
が
浮
上
し
た
。
ま
た
、
三
代
豊
国
と
国
芳
の
落
款
の
残
る
死
絵
を
改
印

の
時
系
列
に
並
べ
直
し
た
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
八
代
目
團
十
郎

生
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
死
後
に
改
め
を
受
け

て
出
版
さ
れ
た
作
品
と
の
作
風
や
技
法
の
違
い
か
ら
、
絵
師
の
意
識
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
で
板
木
が
流
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。

　

地
本
問
屋
仲
間
に
正
式
に
参
加
し
て
い
る
板
元
を
中
心
に
見
て
き
た

が
、
品
川
屋
久
助
の
よ
う
に
そ
の
素
性
が
明
ら
か
で
な
い
摺
職
の
者
の
活

動
例
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
組
に
掟
破

り
が
多
い
と
い
う
記
録
が
あ
り
な
が
ら
も
、
鯰
絵
に
多
く
の
本
組
地
本
問

屋
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
問
屋
仲
間
内
の
自
治
が
ど
の
よ
う
に
ど

の
程
度
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
嘉
永
五
年
に
八
件
の
地
本
問
屋
株
が

譲
渡
さ
れ
た
背
景
な
ど
も
探
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き

た
い
。

　
注（１

）
鯰
絵
の
取
り
締
ま
り
に
関
し
て
は
以
下
の
二
つ
の
資
料
に
詳
し
い
推
移
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

⑴
『
近
世
庶
民
生
活
史
料　

藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻 

三
一
書
房1995　

 PP.611-
615

　

⑵ 

笠
亭
仙
果
著
『
な
ゐ
の
日
並
』（『
日
本
随
筆
大
成　

第
2
期　

24
』
吉
川
弘
文
館　

1975

）P757

（
２
）
嘉
永
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
東
海
道
な
ど
の
名
所
絵
を
背
景
に
、
歌
舞
伎
の

舞
台
設
定
な
ど
で
地
名
と
結
び
つ
い
た
役
者
を
見
立
て
で
描
い
た
作
品
群
を
、
執

筆
者
は
「
役
者
見
立
名
所
絵
」
と
総
称
し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
閏
二
月
か
ら
出
版

さ
れ
た
三
代
豊
国
の
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
シ
リ
ー
ズ
が
最
大
の
ヒ
ッ

ト
作
で
あ
り
、
翌
年
ま
で
に
約
十
一
シ
リ
ー
ズ
・
約
五
百
五
十
図
の
作
品
が
出
版

さ
れ
た
。
代
表
さ
れ
る
作
品
は
、【
表
２
】
の
（
一
）
で
示
し
た
。

（
３
）
前
掲
注
１
の
⑵

（
４
）
宮
田
登
・
高
田
衛
監
修
『
鯰
絵　

震
災
と
日
本
文
化
』
里
文
出
版　

1995　

PP. 
77-94

（
５
）
野
崎
左
文
編
『
仮
名
反
古
』（『
私
の
見
た
明
治
文
壇
』
平
凡
社　

2007

）P.267

（
６
）
松
村
倫
子　

2002

「
出
版
文
化
の
中
の
双
六
」（『
幕
末
・
江
戸
の
絵
双
六
』
国
書

刊
行
会　

2002

）

（
７
）『
近
世
庶
民
生
活
史
料　

藤
岡
屋
日
記
』
第
五
巻 

三
一
書
房1989　

P237

　
　

一
般
に
錦
絵
の
取
り
締
ま
り
に
関
し
て
は
、『
藤
岡
屋
日
記
』
だ
け
で
は
な
く
、

『
市
中
取
締
類
集
』
や
『
武
江
年
表
』
に
お
い
て
も
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

（
８
）
地
本
問
屋
数
、
本
組
、
仮
組
の
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
資
料
を

参
考
に
し
た
。

　

⑴ 

日
本
書
誌
学
大
系
14　

近
世
書
林
板
元
総
覧
』
青
裳
堂
書
店　

1981

　

⑵ 

彌
吉
光
長
著
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
26　

未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化　

第

三
巻　

江
戸
町
奉
行
と
本
屋
仲
間
』
ゆ
ま
に
書
房　

1988

（
９
）
前
掲
注
１
の
⑵
に
同
じ

　【
参
考
文
献
】

1
・
石
塚
豊
芥
子
編
『
花
江
都
歌
舞
妓
年
代
記
続
編
』
国
書
刊
行
会1907

2
・
石
井
研
堂
著
『
増
補
改
訂　

錦
絵
の
改
印
の
考
證
』、『
地
本
錦
絵
問
屋
譜
』
伊
勢

辰
書
店　

1920

（『
近
世
文
芸
研
究
叢
書　

第
一
期
文
学
編
９　

一
般
２　

嵯
峨
本
考　

江
戸
物
語　

錦
絵
の
改
印
の
考
證　

地
本
錦
絵
問
屋
譜
』
ク
レ
ス
出
版　

1995　

所
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収
）

3
・
伊
原
敏
郎
編
『
歌
舞
伎
年
表
』
岩
波
書
店　

1962

4
・
今
田
洋
三
著
『N

H
K

ブ
ッ
ク
ス　

江
戸
の
本
屋
さ
ん　

近
世
文
化
史
の
側
面
』
日

本
放
送
出
版
会　

1977

5
・『
日
本
書
誌
学
大
系
16　

本
屋
の
は
な
し
』
青
裳
堂
書
店　

1981

6
・『
原
色　

浮
世
絵
大
百
科
事
典　

第
三
巻　

様
式
・
彫
摺
・
版
元
』
大
修
館
書
店　

1982

7
・
北
原
糸
子
著
『
地
震
の
社
会
史
』
三
一
書
房　

1983

8
・
滝
沢
馬
琴
著　

木
村
三
四
吾
編
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
八
木
書
店　

1988

9
・
斎
藤
月
岑
著　

金
子
光
晴
校
訂
『
武
江
年
表
』
平
凡
社　

1989

10
・
北
小
路
健
著
『
板
木
屋
組
合
文
書
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部　

1993

11
・『
大
日
本
近
世
史
料　

市
中
取
締
類
集
二
一　

書
物
錦
絵
之
部
四
』
東
京
大
学
出
版

会1994

12
・
南
和
男
著
『
幕
末
江
戸
の
文
化　

浮
世
絵
と
諷
刺
画
』
塙
書
房　

1998

13
・
佐
藤
悟
「
名
主
双
印
試
孝
」『
浮
世
絵
芸
術129

号
』
国
際
浮
世
絵
学
会　

1998

14
・
南
和
男
著
『
幕
末
維
新
の
諷
刺
画
』
吉
川
弘
文
館　

1999

15
・
岩
切
友
里
子
「
天
保
の
改
革
と
浮
世
絵　

国
芳
の
揃
い
物
を
中
心
に
し
た
錦
絵
の

動
向
と
名
主
単
印
試
考　

付
、「
シ
タ
売
」
印
に
つ
い
て
の
私
見
」『
浮
世
絵
芸
術

143

号
』
国
際
浮
世
絵
学
会　

2001

16
・
藤
澤
茜
著
『
歌
川
派
の
浮
世
絵
と
江
戸
出
版
界
─
役
者
絵
を
中
心
に
』
勉
誠
出
版　

2001

17
・
加
藤
康
子
・
松
村
倫
子
『
幕
末
・
江
戸
の
絵
双
六
』
国
会
刊
行
会　

2002

18
・
北
原
糸
子
著
『
近
世
災
害
情
報
論
』
塙
書
房　

2003

19
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
図
録
７　

死
絵
』2010

20
・A

ndreas M
arks 

“Japanese W
oodblock Prints: A

rtists, Publishers and 
M

asterw
orks: 1680 - 1900

” T
uttle Publishing, 2010

21
・
富
澤
達
三
著
『
幕
末
の
時
事
的
錦
絵
と
か
わ
ら
版
』
文
生
書
院　

2011

22
・
藤
澤
茜
『
浮
世
絵
が
創
っ
た
江
戸
文
化
』
笠
間
書
院　

2013

23
・
大
久
保
純
一
著
『
浮
世
絵
出
版
論　

大
量
生
産
・
消
費
さ
れ
る
〈
美
術
〉』
吉
川
弘

文
館　

2013

24
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
マ
ー
ク
ス2014

「
国
貞
に
よ
る
最
も
成
功
し
た
揃
物
「
役
者
見

立
東
海
道
五
十
三
次
」
と
そ
の
基
と
な
る
「
見
立
役
者
五
十
三
対
ノ
内
」
に
つ
い
て
」

（『
没
後
一
五
〇
年
記
念　

歌
川
国
貞
』
展
図
録　

太
田
記
念
美
術
館　

2014

）

「
付
記

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
、
国
立
国
会
図
書
館
、

東
京
都
立
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
各
機
関
に
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」
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【
表
１
】『
藤
岡
屋
日
記
』
の
記
述
に
見
る
話
題
作
と
そ
の
取
り
締
ま
り

年

月
日

作
品

関
与
し
た
者

処
罰

1851
嘉
永
四
年

九
月

江
戸
川
北
輝
画

「
本
朝
振
袖
始

　

素
戔
鳥
尊
妖
怪
降
伏
之
図
」

※
鯰
絵
に
同
構
図
の
も
の
が
あ
る

神
田
久
右
衛
門
町
の
板
摺
彦
兵
衛
制
作
、
馬

喰
町
三
丁
目
徳
三
郎
出
版
後
没
収

橋
本
町
板
摺
、
浅
草
地
内
な
ら
べ
本
屋
に
よ

る
重
板

没
収

七
月

「
大
蜘
蛛
百
鬼
夜
行
絵
之
番
付
」

太
田
屋
佐
吉
出
版
後
、
発
禁

品
川
屋
久
助
、
丹
波
屋
半
兵
衛
に
よ
る
重
板
発
禁

1852
嘉
永
五
年

二
月

中
村
歌
右
衛
門
死
絵

品
川
屋
久
助　

ほ
か

没
収

1853
嘉
永
六
年

十
一
月

助
高
屋
高
助
死
絵

板
木
屋
太
吉

没
収

七
月

国
芳
「
浮
世
又
平
名
画
奇
特
」

越
村
屋
平
助

過
料
、
発
禁

三
月

『
江
戸
砂
子
細
撰
記
』

甚
左
衛
門
、
信
濃
屋
富
五
郎
に
よ
る
出
版

後
、
取
り
締
ま
り

品
川
屋
久
助
に
よ
る
重
板

板
元
手
鎖

品
川
屋
久
助
は
家
主
預
け

二
月
二
十
五
日

東
海
道
五
十
三
次
、
同
合
之
宿
、
木
曾
街

道
、
役
者
三
十
六
哥
仙
、
同
十
二
支
、
同
十

二
ヶ
月
、
同
江
戸
名
所
、
同
東
都
会
席
図

絵
、
其
外
右
之
類
都
合
八
十

十
六
人

板
木
取
り
上
げ

「【
見
立
】
三
幅
対
」
三
代
歌
川
豊
国
画

「
雪
・
石
川
五
右
衛
門
・
市
川
小
団
次
」

「
月
・
児
来
也
・
市
川
団
十
郎
」

「
花
・
鬼
神
於
松
・
板
東
し
う
か
」

板
摺
・
と
ん
だ
り
や
羽
根
助

湊
屋
小
兵
衛

住
吉
屋
政
五
郎

魚
屋
金
治
郎

手
鎖

1854
嘉
永
七
年

八
月
六
日

八
代
目
團
十
郎
の
死
絵
に
つ
い
て
作
者
や
板
元
、
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
記
述
な
し
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1855
安
政
二
年

三
月

坂
東
し
う
か
死
絵

版
木
削
り
取
り

十
一
月
一
日

鯰
絵

品
川
屋
久
助

両
国
屋
庄
吉

板
木
取
り
上
げ

摺
溜
め
取
り
上
げ

十
二
月
四
日

九
人

上
州
屋
金
蔵

湊
屋
小
兵
衛

越
後
屋
鉄
次
郎

山
本
屋
平
吉

万
屋
吉
兵
衛

遠
州
屋
彦
兵
衛

清
水
屋
常
次
郎

西
村
屋
与
八

丸
屋
甚
八

腰
縄
に
て
連
行
、
一
夜
差
し
置
き

十
二
月
六
日

嘆
願
書
の
提
出

十
二
月
十
日

絵
草
紙
屋
百
四
十
五
人
連
印
の
誓
約
書
提
出

十
二
月
十
三
日

　
　
　

十
四
日

八
十
七
人

板
木
・
摺
溜　

三
百
二
十
八
枚
取

り
上
げ



國學院雜誌　第 116 巻第 7号（2015） ─ 38 ─
【
表
２
】
調
査
対
象
と
し
た
作
品
の
出
版
時
期
と
数
量

（
一
）「
役
者
見
立
名
所
絵
」
の
作
品
群
・
・
・
約
五
百
四
十
七
図

　

嘉
永
五
年
閏
二
月
か
ら
出
版
さ
れ
た
三
代
目
歌
川
豊
国
画
の
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
シ
リ
ー
ズ
を
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と
し
て
、
同
時
期
に
多
数
出
版
さ
れ
る
。

東
海
道
な
ど
の
名
所
を
背
景
に
、
歌
舞
伎
の
舞
台
設
定
な
ど
で
地
名
と
結
び
つ
い
た
役
者
を
見
立
て
で
描
く
。

　
　
　
　

作
品
名

　
　

作
者

　
　
　
　

板
元

嘉
永
五
年
閏
二
月
─
六
月　

「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
第
一
期

五
十
六
図

三
代
歌
川
豊
国

辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉

嘉
永
五
年
閏
二
月
─
六
月

「
木
曾
街
道
六
十
九
次
之
内
」

（
全
七
十
一
図
と
目
録
）

歌
川
国
芳

辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
高
田
屋
竹
蔵
、
上

総
屋
岩
蔵
、
小
林
泰
治
郎
、
湊
屋
小
兵
衛
、
林
屋
庄
五
郎
、
加
賀
屋
安
兵
衛
、
辻
屋

安
兵
衛

嘉
永
五
年
七
月
─
九
月

「
江
戸
名
所
見
立
十
二
ヶ
月
」

十
二
図

歌
川
国
芳

加
賀
屋
安
兵
衛

嘉
永
五
年
七
月
─
十
一
月

「
江
都
錦
今
様
国
尽
」

三
十
三
図

歌
川
国
芳

山
口
屋
藤
兵
衛
、
三
田
屋
喜
八

嘉
永
五
年
八
月
─
同
六
年
一
月

「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
第
二
期

二
十
九
図

三
代
歌
川
豊
国

辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
蔦
谷
吉
蔵

嘉
永
五
年
八
月
─
同
六
年
二
月

「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
第
三
期
「
間
の
宿
」

五
十
七
図

三
代
歌
川
豊
国

辻
岡
屋
文
助
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
蔦
屋
吉
蔵
、
高
田
屋
竹
蔵
、
上
総

屋
岩
蔵
、
小
林
泰
治
郎
、
玉
屋
惣
助
、
清
水
屋
直
次
郎

嘉
永
五
年
八
月
─
十
二
月

「
江
戸
紫
五
十
四
帖
」

現
存
確
認
二
十
図

三
代
歌
川
豊
国

森
屋
治
兵
衛
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嘉
永
五
年
七
月
─
十
一
月

「
江
戸
名
所
図
会
」

現
存
確
認
十
九
図

三
代
歌
川
豊
国

伊
勢
屋
忠
助

嘉
永
五
年
九
月
─
十
一
月

「
見
立
三
十
六
歌
撰
之
内
」

全
三
十
六
図

三
代
歌
川
豊
国

伊
勢
屋
兼
吉

嘉
永
五
年
九
月
─
六
年
九
月

「
東
海
道
五
十
三
次
」

全
五
十
四
図

三
代
歌
川
豊
国

湊
屋
小
兵
衛
、
遠
州
屋
彦
兵
衛
、
浜
田
屋
徳
次
郎
、
林
屋
庄
五
郎

嘉
永
五
年
十
月
─
十
二
月

「
木
曽
六
十
九
駅
」

全
七
十
一
図
と
目
録

三
代
歌
川
豊
国

辻
岡
屋
文
助
、
伊
勢
屋
兼
吉
、
住
吉
屋
政
五
郎
、
井
筒
屋
庄
吉
、
高
田
屋
竹
蔵
、
上

総
屋
岩
蔵
、
小
林
泰
治
郎
、
湊
屋
小
兵
衛
、
林
屋
庄
五
郎
、
辻
岡
屋
安
兵
衛
、
加
賀

屋
安
兵
衛

嘉
永
五
年
十
二
月
頃

「
大
日
本
六
十
余
州
」

全
六
十
八
図

三
代
歌
川
豊
国

井
筒
屋
庄
吉

嘉
永
五
年
十
二
月
─
同
六
年
二
月

「
東
都
高
名
会
席
尽
」

現
存
確
認
三
十
九
図

三
代
歌
川
豊
国

藤
岡
屋
慶
次
郎

※
他
に
派
生
作
品
と
し
て
双
六
な
ど
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
含
め
な
い
も
の
と
し
た
。
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（
二
）
八
代
目
市
川
團
十
郎
死
絵
・
・
・
二
十
四
図

　

嘉
永
七
年
八
月
六
日
、
八
代
目
團
十
郎
自
死
後
よ
り
、
安
政
元
年
三
月
六
日
初
代
坂
東
し
う
か
没
後
の
時
期
に
多
く
出
版
さ
れ
、
約
二
百
図
が
現
存
。
そ
の
う
ち
作
者

の
落
款
や
板
元
印
、
改
印
の
残
る
以
下
を
調
査
対
象
と
し
た
。

　
　
　
　

改
印
の
時
期

　
　

作
者

　
　
　
　

板
元
名

嘉
永
四
年
九
月

「
衣
笠
、
村
田
、
シ
タ
売
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
四
年
九
月
上
演
足
利
次
郎
ノ
君
姿
の
流
用

（
当
時
の
板
元　

藤
岡
屋
慶
次
郎
）

嘉
永
五
年
閏
二
月
以
前

「
渡
辺
、
衣
笠
」

歌
川
国
芳

海
老
屋
林
之
助

嘉
永
五
年
閏
二
月
以
前

「
浜
、
馬
込
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
四
年
二
月
上
演
早
野
勘
平
姿
の
流
用

林
屋
庄
五
郎

嘉
永
五
年
閏
二
月
以
前

「
浜
、
馬
込
」

歌
川
国
芳

海
老
屋
林
之
助

嘉
永
五
年
閏
二
月
以
前

「
米
良
、
渡
辺
」

歌
川
国
芳

海
老
屋
林
之
助

嘉
永
五
年
閏
二
月
以
前

「
衣
笠
、
村
田
」

歌
川
国
芳

海
老
屋
林
之
助

嘉
永
五
年
七
月

「
子
七
、
米
良
、
渡
辺
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
五
年
十
月

「
子
十
、
村
松
、
福
島
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
5
年
10
月
「
役
者
見
立
名
所
絵
」「
間
の
宿
」「
池
鯉
鮒　

鳴
海
間　

有
松
」
の

流
用

（
当
時
の
板
元　

玉
屋
惣
助
）

嘉
永
五
年
十
一
月

「
子
十
一
、
米
良
、
渡
辺
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
五
年
十
一
月
「
東
都
高
名
会
席
尽
」
の
流
用

藤
岡
屋
慶
次
郎

嘉
永
五
年
十
一
月

「
子
十
一
、
米
良
、
渡
辺
」

歌
川
国
芳

嘉
永
五
年
十
一
月
上
演
早
野
勘
平
姿
の
流
用

三
田
屋
喜
八
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嘉
永
六
年
三
月

「
丑
三
、
米
良
、
渡
辺
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
六
年
三
月
上
演
伊
豆
屋
与
三
郎
姿
の
流
用

木
屋
宗
二
郎

嘉
永
六
年
十
一
月

「
改
、
丑
十
一
」

歌
川
国
芳

山
本
屋
平
吉

嘉
永
六
年
十
二
月

「
改
、
丑
十
二
」

三
代
歌
川
豊
国

高
野
屋
友
右
衛
門

嘉
永
七
年
三
月

「
改
、
寅
三
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
七
年
三
月
上
演
横
曽
根
平
太
郎
姿
の
流
用

辻
岡
屋
文
助

嘉
永
七
年
四
月

「
改
、
寅
四
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
七
年
五
月
上
演
に
先
立
っ
て
描
か
れ
た
「
大
星
由
良
之
助
」
姿
の
流
用

加
賀
屋
吉
右
衛
門

嘉
永
七
年
四
月

「
改
、
寅
四
」

三
代
歌
川
豊
国

加
賀
屋
吉
右
衛
門

嘉
永
七
年
六
月

「
改
、
寅
六
」

三
代
歌
川
豊
国

三
田
屋
喜
八

嘉
永
七
年
九
月

「
改
、
寅
九
」

三
代
歌
川
豊
国

伊
場
屋
仙
三
郎

不
明

三
代
歌
川
豊
国

同
図
で
赤
い
落
款
の
も

の
、
水
色
の
落
款
の
も

の
、
落
款
の
無
い
も
の

が
あ
る

不
明

（
八
代
目
團
十
郎
の
軸
を
父
・
五
代
目
海
老
蔵
が
拝
む

図
）

三
代
歌
川
豊
国

安
政
元
年
三
月
六
日
初
代
坂
東
し
う
か
没
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
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（
三
）
鯰
絵

　

安
政
二
年
十
月
二
日
江
戸
地
震
直
後
よ
り
出
版
さ
れ
、
三
百
図
近
く
出
版
さ
れ
た
と
記
録
に
残
る
。
現
存
は
二
百
点
ほ
ど
。

そ
の
中
で
も
役
者
見
立
名
所
絵
の
う
ち
、
国
芳
画
「
木
曾
街
道
六
十
三
次
」

　
　
　
　

出
版
時
期

　
　

作
者

　
　
　
　

板
元

安
政
二
年
十
月
二
日
─
十
二
月

「
玉
屋
地
新
兵
衛
桶
伏
の
段　

火
夜
苦
の
門
並
」

　
　

不
明

　
　
　
　

不
明

嘉
永
五
年
七
月

「
子
七
、
米
良
、
渡
辺
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
七
年
五
月

「
改
、
寅
五
」

三
代
歌
川
豊
国

嘉
永
七
年
五
月
「
雲
艶
女
鳴
神
」
上
演
時
の
板
流
用

井
筒
屋
庄
吉

嘉
永
七
年
九
月

「
改
、
寅
九
」

三
代
歌
川
豊
国

山
崎
屋
清
七

嘉
永
七
年
十
一
月

「
改
、
寅
十
一
」

三
代
歌
川
豊
国

安
政
二
年
十
一
月

「
改
、
卯
十
一
」

三
代
歌
川
豊
国

恵
比
須
屋
庄
七
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【
表
３
】
幕
末
期
に
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
板
元
一
覧

名
前

嘉
永
6
年

役
者
名
所
絵
嘉
永
7
年

8
代
目
死
絵
安
政
2
年

鯰
絵

そ
の
他

処
罰
歴

住
所
と
地
震
被
害

の
有
無

嘉
永
6
年
の

仲
間
区
分

特
記
事
項

１

和
泉
屋
市
兵
衛

（
甘
泉
堂
）

×

芝
神
明
前
三
島
町

太
助
店
、惣
八
店

★
本
組

貞
享
よ
り
。
有
力
板
元
。
春
潮

や
初
代
豊
国
の
頃
か
ら
出
版
。

地
震
被
害
大
き
い
。
3
人
死

に
、
主
傷
心

２

伊
勢
屋
兼
吉

○

板
木
没
収

赤
坂
新
町
三
丁
目

金
次
郎
店

仮
組

弘
化
ご
ろ
か
ら
。

国
貞
の
役
者
絵
、
揃
い
物
を
多

く
手
掛
け
る
。「
三
十
六
歌
撰
」

板
元

３

伊
勢
屋
忠
助

（
介
）

○

板
木
没
収

三
島
町
武
兵
衛
店

（
嘉
永
6
年
5
月
よ
り
）

嘉
永
6
年
丸
屋
甚

八
の
養
子
に

仮
組

幕
末
か
ら

三
代
豊
国
作
・
嘉
永
5
年
7
月

─
11
月
「
江
戸
名
所
図
会
」
19

図

４

井
筒
屋
庄
吉

○

○

安
政
2
年

し
う
か

死
絵

板
木
没
収

本
石
町
二
丁
目
銀

次
郎
店
（
安
政
2

年
8
月
よ
り
）

幕
末
か
ら

５

糸
屋
庄
兵
衛

通
三
丁
目
熊
次
郎

地
借

仮
名
垣
魯
文
に
戯
作
本
を
依
頼

（
安
政
2
年
10
月
2
日
）

６

伊
場
屋
仙
三
郎

（
団
扇
堂
・
団

仙
堂
）

○

堀
江
町
一
丁
目
五

人
組
持
店

仮
組

文
政
頃
か
ら
。
団
扇
絵
な
ど
。

地
震
時
無
事

７

魚
屋
金
治
郎

嘉
永
6
年
「
見
立
三
幅
対
」

手
鎖

日
本
橋
品
川
町

８

越
後
屋
鉄
次
郎

○

腰
縄

池
之
端
仲
町
、家
主

仮
組
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９

恵
比
寿
屋
庄
七

（
錦
昇
堂
）

安
政
2
年

市
川
猿
蔵
死
絵

照
降
町
北
側
、

日
本
橋
小
船
町
三

丁
目
政
治
郎
地
借
★
本
組

弘
化
ご
ろ
か
ら
商
い
を
始
め
、

嘉
永
5
年
4
月
川
口
正
蔵
よ
り

本
組
株
を
譲
り
受
け
、
有
力
板

元
に
。

役
者
絵
と
武
者
絵
。
双
六
な

ど
。
国
貞
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り

大
首
絵
を
製
作
さ
せ
る
。

地
震
時
無
事
。

10

海
老
屋
林
之
助

（
海
寿
堂
）

○

堀
江
町
二
丁
目
佐

兵
衛
店

仮
組

天
保
ご
ろ
か
ら
団
扇
絵
の
制
作

を
始
め
る
。

嘉
永
期
国
芳
の
揃
い
物
を
多
く

手
掛
け
る
。三
代
豊
国
の
役
者

絵
。

11

遠
州
屋
彦
兵
衛

○

腰
縄

日
本
橋
通
三
丁
目

熊
次
郎
店

仮
組

幕
末
か
ら

12

加
賀
屋
吉
右
衛

門（青
盛
堂
）

○

両
国
広
小
路
米
沢
町

一
丁
目
南
側
政
右
衛

門
店
、の
ち
日
本
橋

吉
川
町
五
番
地

文
化
よ
り

13

加
賀
屋
安
兵
衛

○

板
木
没
収

本
銀
町
二
丁
目
伝

兵
衛
店

14

角
本
屋
金
次

○

板
木
没
収

弓
町
与
助
店
（
安

政
2
年
9
月
よ
り
）

幕
末
か
ら

嘉
永
5
年
6
月
─
9
月
・
国
芳

画
「
見
立
十
二
支
の
内
」
12
枚

板
木
没
収

15

上
総
屋
岩
蔵

（
岩
吉
）

○

板
木
没
収

芝
口
三
丁
目
金
之

助
店
、
山
城
屋
甚

兵
衛
と
同
所

仮
組

幕
末
か
ら
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16

木
屋
宗
二
郎

（
紅
木
堂
・
小

森
宗
次
郎
）

○

日
本
橋
馬
喰
町
四

丁
目
佐
吉
店

安
政
元
年
か

17

越
村
屋
平
助

嘉
永
6
年
「
浮
世
又
平
」

過
料

芝
、
の
ち
浅
草
東

岳
寺
喜
兵
衛
店

仮
組

幕
末
か
ら

18

小
林
泰
治
郎

（
文
正
堂
）

○

板
木
没
収

下
谷
稲
荷
町

幕
末
か
ら

よ
し
藤「
し
ん
板
冬
物
い
せ
ふ
」

（
安
政
元
）

玩
具
絵

19

佐
野
屋
喜
兵
衛

（
喜
鶴
堂
）

×

芝
神
明
前
三
島
町

角
五
郎
兵
衛
店
、

長
兵
衛
店

★
本
組

享
保
よ
り
。
春
信
、
英
泉
な

ど
。
有
力
版
元

地
震
被
害
大
き
い
。

20

品
川
屋
久
助

（
當
世
堂
）

○

板
木
没
収

家
主
預
け

大
伝
馬
町
一
丁
目

（
安
政
二
年
） 

嘉
永
か
ら

安
政
江
戸
地
震
の
読
売
類
も
出
す

発
禁
と
な
っ
た
よ
そ
の
板
の
重

板
を
出
す
。

嘉
永
6
年
、仮
名
垣
魯
文
作
の
草

双
紙
の
利
益
で
家
を
贈
っ
て
い
る

21

清
水
屋
常
次
郎

○

腰
縄

神
田
鍛
冶
町
壱
丁

目

仮
組

22

清
水
屋
直
次
郎

○

板
木
没
収

新
両
替
町
一
丁
目

喜
兵
衛
店

仮
組

弘
化
か
ら

鍵
屋
清
次
郎
と
同
じ
板
元
印

23

上
州
屋
金
蔵

○

腰
縄

上
野
元
黒
門
町
、

家
主

★
本
組

世
話
役

文
政
か
ら

24

住
吉
屋
政
五
郎

（
鳳
來
堂
）

嘉
永
6
年
「
見
立
三
幅
対
」

手
鎖

長
谷
川
町
新
道
栄

助
店
（
嘉
永
5
年

11
月
よ
り
）

仮
組

文
化
よ
り

嘉
永
期
に
錦
絵
の
刊
行
が
多
い
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25

高
田
屋
竹
蔵

○

板
木
没
収

浅
草
諏
訪
町
五
人

組
持
店

嘉
永
5
年
「
地
本
草
紙
問
屋
名

前
帳
」
に
記
載

26

高
野
屋
友
右
衛

門

○

米
沢
町
二
丁
目
藤

六
店
（
嘉
永
6
年

5
月
よ
り
）

幕
末
か
ら

弘
化
初
期
の
国
貞
の
作
例

27

玉
屋
惣
助

○

板
木
没
収

浅
草
坂
本
町
弥
吉
店

幕
末
か
ら

28

辻
岡
屋
文
助

（
金
松
堂
、
金

港
堂
）

○

○

板
木
没
収

両
国
横
山
町
三
丁

目
二
番
地
久
兵
衛

地
借
（
安
政
2
年

8
月
よ
り
）

★
本
組

天
保
よ
り

嘉
永
5
年
4
月
鶴
屋
喜
右
衛
門

よ
り
本
組
株
を
譲
り
受
け
、
仮

組
か
ら
本
組
へ
。

二
代
国
貞
や
広
景
な
ど
若
手
の

出
版
も
。

29

辻
屋
安
兵
衛

（
錦
魁
堂
）

○

取
り
締
ま
る

板
木
没
収

南
伝
馬
町
一
丁
目

勝
五
郎
店

★
本
組

行
事

享
和
よ
り
英
泉
の
美
人
画
や
国

貞
の
役
者
絵
を
手
掛
け
る
。
有

力
版
元
。

英
泉
の
五
十
五
枚
揃
な
ど

地
震
時
無
事
だ
が
仮
屋
住
ま
い

30

蔦
屋
吉
蔵

（
紅
英
堂
）

○

取
り
締
ま
る

板
木
没
収

南
伝
馬
町
一
丁
目

勝
五
郎
店

★
本
組

行
事

享
和
よ
り
英
泉
の
美
人
画
や
国
貞

の
役
者
絵
を
手
掛
け
る
。有
力
版
元
。

英
泉
の
五
十
五
枚
揃
な
ど

地
震
時
無
事
だ
が
仮
屋
住
ま
い

31

虎
屋
倉
吉

江
戸
八
丁
堀

か
わ
ら
版
屋

32

西
村
屋
与
八

（
永
寿
堂
）

○

腰
縄

日
本
橋
馬
喰
町
二

丁
目
南
角
庄
兵
衛

店
（
庄
右
衛
門
店
）
★
本
組

宝
暦
よ
り
、
鳥
居
清
満
、
鈴
木

春
信
な
ど
を
手
掛
け
た
江
戸
錦

絵
の
代
表
的
板
元
。

33

林
屋
庄
五
郎

○

○

板
木
没
収

両
国
米
沢
町
一
丁

目
久
太
郎
店

仮
組

弘
化
ご
ろ
よ
り
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34

藤
岡
屋
慶
次
郎

（
松
林
堂
・
松

栄
堂
）

○

△

板
木
没
収

日
本
橋
通
油
町
武

右
衛
門
地
借
（
安

政
2
年
8
月
よ
り
）
★
本
組

天
保
よ
り

嘉
永
5
年
4
月
、
兄
藤
岡
屋
彦

太
郎
よ
り
書
物
問
屋
本
組
株
を

譲
り
受
け
る
。

広
重
、
国
貞
の
揃
い
物
を
多
く

手
掛
け
る
。

嘉
永
5
年
12
月
─
6
年
2
月
三

代
豊
国
画
「
東
都
高
名
会
席

尽
」現
存
39
図
板
木
没
収
、八
代

目
團
十
郎
の
死
絵
に
流
用
か
。

嘉
永
2
年
頃
、
仮
名
垣
魯
文
を

店
番
と
し
て
雇
っ
て
い
る
。

35

藤
岡
屋
彦
太
郎
国
芳
「
み
か
け
ハ
こ
ハ
ゐ
が
と
ん
だ
い
い
人
だ
」

鯰
絵
「
面
白
く
あ
つ
ま
る
人
が

寄
た
か
り
」
作
例
の
類
似

36

丸
屋
甚
八

（
円
寿
堂
）

○

腰
縄

芝
神
明
前
三
島
町

武
兵
衛
店

★
本
組

宝
暦
よ
り
。
江
戸
中
期
・
後
期

の
錦
絵
の
有
力
板
元
。

文
化
文
政
期
に
京
伝
・
京
山
の

作
も
多
数
刊
行
。

河
原
崎
座
芝
居
番
付
板
元

文
久
1
年
に
二
代
目
中
村
翫
雀

の
死
絵
を
三
代
豊
国
が
描
く

37

三
河
屋
鉄
五
郎

（
三
鉄
）

安
政
3
年

『
安
政
見
聞
誌
』
沙
汰
な
し

日
本
橋
元
大
工
町

平
次
郎
店

山
城
屋
平
助
と
同

所
同
店

仮
組

絵
双
紙
糶
売

弘
化
よ
り
。

報
道
系

安
政
3
年
「
泰
平
英
雄
競
」
板

木
一
時
取
り
上
げ

38

三
田
屋
喜
八

（
栄
川
堂
・
三

喜
）

○

麹
町
十
二
丁
目
与

兵
衛
店
、
の
ち
大

伝
馬
町
、
四
谷
竹

橋

明
和
よ
り
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39

湊
屋
小
兵
衛

（
錦
船
堂
・
湊

小
）

○

○

手
鎖
、
腰

縄板
木
没
収

浅
草
並
木
町
弥
七

店

仮
組

天
保
～
安
政

三
代
豊
国
、
国
芳
の
名
所
絵
を

多
く
手
掛
け
る

40

森
屋
治
（
次
）

兵
衛
（
錦
森

堂
）

馬
喰
町
二
丁
目
南

側

文
化
4
年
頃
よ
り
。

合
巻
な
ど
の
ほ
か
、
錦
絵

安
政
元
年
に
仮
名
垣
魯
文
に
注

文

41

山
口
屋
藤
兵
衛

（
錦
耕
堂
の
ち

春
錦
堂
）

鯰
絵
を
取
り
上
げ
ま
わ
る

馬
喰
町
二
丁
目
北

側
利
右
衛
門
店
、

久
兵
衛
店

★
本
組

行
事

書
物
問
屋
仮

組

文
化
よ
り
。

嘉
永
5
年
7
月
─
11
月　

国
芳

画
「
江
都
錦
今
様
国
尽
」
板
元

鯰
絵
を
取
り
上
げ
ま
わ
る

42

山
崎
屋
清
七

（
山
静
堂
）

安
政
2
年

し
う
か
死
絵

浅
草
福
井
町
一
丁

目
（
嘉
永
）、
浅

草
並
木
町

文
化
よ
り

43

山
本
屋
平
吉

（
栄
久
堂
）

○

○

腰
縄

日
本
橋
吉
町
川
岸

堀
江
六
軒
町
家

主
、
葺
屋
町
河
岸

（
天
保
）

★
本
組

世
話
役

文
化
よ
り
、
江
戸
で
五
本
の
指

に
入
る
版
元
に
。

歌
川
派
の
絵
を
手
掛
け
る
。
三

代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
五
代
目

松
本
幸
四
郎
、
三
代
目
市
川
門

之
助
な
ど
死
絵
の
刊
行
も
多
い

44

万
屋
吉
兵
衛

○

腰
縄

芝
神
明
前
清
兵
衛

店
（
清
助
店
）

★
本
組

幕
末
か
ら

45

両
国
屋
庄
吉

○

馬
喰
町
三
丁
目


